
 

１．基本的性格 
各委員の意見 関係資料 

【大 谷
おおたに

委員
いいん

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

を、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

を国 内
こくない

で 実 効 力
じっこうりょく

あるものにするための基本法
きほんほう

と位置
い ち

づけ、障
しょう

がい者
しゃ

権利法
けんりほう

に抜
ばっ

本 的
ぽんてき

に

改 正
かいせい

する必 要
ひつよう

がある。（とりあえず、その１として提 案
ていあん

します。） 

 

１、基本法
きほんほう

を 障
しょう

がい者
しゃ

の権利
けんり

章 典
しょうてん

とすること 

権利
けんり

条 約
じょうやく

に明記
めいき

された人 権
じんけん

を国 内 法
こくないほう

レベルで確 認
かくにん

し、今後
こんご

各 関 連
かくかんれん

法規
ほうき

において整備
せいび

・保 障
ほしょう

されるそれぞれの権利
けんり

の根 拠
こんきょ

とな

るべきものとすること。 

具体的
ぐたいてき

には以下
い か

のことが不可欠
ふかけつ

となると思
おも

われる。 

（１）前 文
ぜんぶん

を設
もう

け理念
りねん

・哲 学
てつがく

を指
さ

し示
しめ

すこと 

前 文
ぜんぶん

に基本法
きほんほう

が権利
けんり

条 約
じょうやく

を受
う

けたものであることを明記
めいき

し、法
ほう

の運 用
うんよう

・解 釈
かいしゃく

の指針
ししん

を、障
しょう

がい者
しゃ

の尊 厳
そんげん

と人 権
じんけん

の 尊 重
そんちょう

にそうものとすることを確固
かっこ

たる理念
りねん

・哲 学
てつがく

をもって提示
ていじ

すること。 

（２）権利
けんり

法
ほう

とすること 

法
ほう

の目 的
もくてき

を、福祉
ふくし

の増 進
ぞうしん

ではなく尊 厳
そんげん

と人 権
じんけん

の 尊 重
そんちょう

の促 進
そくしん

とし、福祉
ふくし

を権利
けんり

として位置
い ち

づけること。 

（３）権利
けんり

の主 体
しゅたい

を明
あき

らかにすること 

各 条 項
かくじょうこう

を、 障
しょう

がいのある人が権利
けんり

の主 体
しゅたい

であることを明
あき

らかにし、 法 文 上
ほうぶんじょう

も「 障
しょう

がいのある人
ひと

は・・・」と規定
きてい

するこ

と。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

1． 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の改 正
かいせい

について 

（1）総 論
そうろん

 

○基本的
きほんてき

に日本
にほん

障 害
しょうがい

フォーラムの「論 点
ろんてん

のたたき台
だい

」の「JDF の見 解
けんかい

」に賛 同
さんどう

します。 

○このなかでも、以下
い か

の点
てん

については特
とく

に気
き

をつけなければならないと 考
かんが

えます。 

・差別
さべつ

の定義
ていぎ

を 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に書
か

き込
こ

むこと。 

・権利
けんり

条 約
じょうやく

の理念
りねん

に基
もと

づいて 障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

を実施
じっし

すべきこと。 

・それぞれの 条 項
じょうこう

を、国
くに

や地方
ちほう

自治体
じちたい

の責務
せきむ

として書
か

くのではなくて、 障 害 者
しょうがいしゃ

を権利
けんり

の主 体
しゅたい

として書
か

き直
なお

すこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【小川
おがわ

委員
いいん

】 

１． 条 約
じょうやく

は、国 連
こくれん

等
とう

の議論
ぎろん

から、 障 害 者
しょうがいしゃ

を「保護
ほ ご

の 客 体
きゃくたい

から権利
けんり

の主 体
しゅたい

」へのパラダイム・シフトのための 条 約
じょうやく

と位置
い ち

づけ

られている。現 行
げんこう

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

は 条 約
じょうやく

の規定
きてい

に 基
もとづ

いて、障 害 者
しょうがいしゃ

を権利
けんり

の主 体
しゅたい

と位置
い ち

づけた抜 本 的
ばっぽんてき

な改 正
かいせい

が必 要
ひつよう

である。

関 連
かんれん

して、わが国
くに

における「基本法
きほんほう

」という性 格
せいかく

と法 的
ほうてき

位置
い ち

づけ（他
た

の関 連
かんれん

法規
ほうき

との関 係
かんけい

）の確 認
かくにん

が必 要
ひつよう

である。現 行
げんこう

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

では他
た

の 障 害
しょうがい

関 連 法
かんれんほう

制度
せいど

との関 係 性
かんけいせい

が不明確
ふめいかく

である。そして、障 害 者
しょうがいしゃ

に関する
かんする

法規
ほうき

・施策
しさく

は、条 約
じょうやく

の規定
きてい

に沿
そ

った新 法
しんぽう

の規定
きてい

に 従
したが

って制 定
せいてい

・実施
じっし

されなければならないという趣旨
しゅし

を明 確
めいかく

に規定
きてい

することが必 要
ひつよう

である。 

 

【尾 上
おのうえ

委員
いいん

】 

１． 基 本 的

きほんてき

性 格

せいかく

について 

① 障 害 者
しょうがいしゃ

の 権 利
けんり

条 約
じょうやく

（以下
いか

「 条 約
じょうやく

」と 略 す
りゃく

）
」

の 最
もっと

も 重 要
じゅうよう

なコンセプトは、 改
あらた

めて言
い

うまでもなく、

旧 来
きゅうらい

のような 障 害
しょうがい

のある 人
ひと

が保護
ほご

される 対 象
たいしょう

ではなく、 権 利
けんり

の 主 体
しゅたい

として 明 確
めいかく

に位置
いち

づけたことにあります。

障 害 者 基 本 法
しょうがいしゃきほんほう

の 抜 本 改 正
ばっぽんかいせい

に当
あ

たっては、 同 条 約
どうじょうやく

を踏まえ
ふ

、 障 害 者
しょうがいしゃ

を 権 利
けんり

の 主 体
しゅたい

としてどんな

障 害
しょうがい

があっても、 地 域 社 会
ちいきしゃかい

で 差 別
さべつ

を受ける
う

ことなく、 障 害
しょうがい

のない 人
ひと

と 共
とも

に 障 害
しょうがい

のある 人
ひと

が生
い

きがいのある

生 活
せいかつ

を 送
おく

ることができる 法
ほう

制 度
せいど

の 体 系
たいけい

の「 基 本
きほん

」となる 法 律
ほうりつ

とすべきです。 

②「すべて 障 害 者
しょうがいしゃ

は …
・・・

参 加
さんか

する 機 会
きかい

が与えられる
あたえられる

」とした 現 行
げんこう

・ 第
だい

３ 条
じょう

２の 恩 恵 的
おんけいてき

な意味
いみ

をもつ 規 定
きてい

を

あらため、 障 害 者
しょうがいしゃ

を 権 利
けんり

の 主 体
しゅたい

として位置
いち

づけなおした 上
うえ

で、 第
だい

２ 章
しょう

の 全 条 文
ぜんじょうぶん

についての見直し
みなお

が 必 要
ひつよう

で

す。 
 

【川 崎
かわさき

委員
いいん

】 

「基本的
きほんてき

性格
せいかく

」について、障 害 者
しょうがいしゃ

を権利
けんり

の主体者
しゅたいしゃ

とした法
ほう

の体系
たいけい

にすることに賛成
さんせい

します。どのような表 現
ひょうげん

にするか今後
こんご

よく議論
ぎろん

するこ

とが必要
ひつよう

だと思います
お も い ま す

。 
 

【北野
きたの

委員
いいん

】 

「障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

」をどうするのか？１ 

【図
ず

ー１】にもあるように、 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

は、 憲
けん

法
ぽう

及
およ

び 障
しょうがい

害
がい

者
しゃ

権
けんり

利
り

条
じょうやく

約
やく

と、各
かく

分
ぶん

野
や

障
しょうがい

害
がい

者
しゃ

関
かん

連
れん

法
ほう

及
およ

び差別
さ べ つ

禁止
き ん し

関連法
かんれんほう

との 間
あいだ

を取
と

り持
も

つ位置
い ち

にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【 第 ４ 部 ２ 章 の 図 ー １ 】

 

日本国憲法 

障害者権利条約 

障害者基本法 

障
害
者
総
合
福
祉
サ
ー
ビ
ス
法

障
害
者
差
別
禁
止
法 

障
が
い
者
虐
待
防
止
法 

教
育
関
連
法 

労
働
関
連
法 

【図ー１】

バ
リ
ア
フ
リ
ー
関
連
法

 
 



ということは、わが国
くに

の法
ほう

体系
たいけい

をふまえながら、障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

との整合性
せいごうせい

を検証
けんしょう

し、障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

を前提
ぜんてい

として障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

を見
み

るのではな

く、上位法
じょういほう

である障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

を前提
ぜんてい

として、障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

の修 正
しゅうせい

すべき部分
ぶ ぶ ん

は修 正
しゅうせい

し、足
た

りない部分
ぶ ぶ ん

は補足
ほ そ く

する以外
い が い

にない。 

 

「 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

」をどうするのか？２ 

・では、それを何時
い つ

やるのか？ 

・ひとつは、各分野
かくぶんや

障 害 者
しょうがいしゃ

関連法
かんれんほう

及
およ

び差別
さべつ

禁止
きんし

関連法
かんれんほう

を、 創 出
そうしゅつ

及
およ

び改正
かいせい

しておいて、それをふまえて、 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

を改正
かいせい

・補足
ほそく

する方法
ほうほう

で

ある。 

・もう一つ
ひとつ

は、あらかじめ、全体的
ぜんたいてき

な改革
かいかく

の方向性
ほうこうせい

を示
しめ

す意味
い み

でも、障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

をまず改正
かいせい

・補足
ほ そ く

しておいて、それをふまえて、各分野
か く ぶ ん や

障害者
しょうがいしゃ

関連法
かんれんほう

及
およ

び差別
さ べ つ

禁止
き ん し

関連法
かんれんほう

を、創 出
そうしゅつ

及
およ

び改正
かいせい

する方法
ほうほう

である。 

・ここでは、両者
りょうしゃ

の利点
り て ん

をとり、かつ障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

の改正
かいせい

年度
ね ん ど

のこともあり、障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

をふまえて、まずは、大枠
おおわく

で障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

を改定
かいてい

・補足
ほ そ く

し、その後
ご

の各分野
か く ぶ ん や

障害者
しょうがいしゃ

関連法
かんれんほう

及
およ

び差別
さ べ つ

禁止
き ん し

関連法
かんれんほう

を、創 出
そうしゅつ

及
およ

び改正
かいせい

しておいて、もし齟齬
そ ご

をきたす部分
ぶ ぶ ん

がでてくれば、再度
さ い ど

基本法
き ほ ん ほ う

を修 正
しゅうせい

する

方法
ほうほう

をとることが望
のぞ

ましいと 考
かんが

える。 
 

その名称
めいしょう

をどうするのか？ 

・その中身
な か み

の改正
かいせい

・補足
ほ そ く

をふまえて、 

・「障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

と支援
し え ん

に関
かん

する基本法
き ほ ん ほ う

」でどうか。 

・【図
ず

ー１】にもあるように、「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふ く し ほ う

」等
と う

の各分
かくぶん

野別
や べ つ

の法
ほう

の創 出
そうしゅつ

・改正
かいせい

と「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

禁止法
き ん し ほ う

」等
と う

の権利法
け ん り ほ う

の創 出
そうしゅつ

の全体
ぜんたい

の基本
き ほ ん

となる法律
ほうりつ

であるのがその根拠
こんきょ

である。 

 

「差別
さ べ つ

禁止法
き ん し ほ う

」と「総合
そうごう

福祉法
ふ く し ほ う

」との関連
かんれん

は？ 

・「差別
さ べ つ

禁止法
き ん し ほ う

」は、障害者
しょうがいしゃ

が権利
け ん り

の主体
しゅたい

であり、その権利
け ん り

の侵害
しんがい

は救済
きゅうさい

されるべき差別
さ べ つ

であることを、社会
しゃかい

生活
せいかつ

の各分野
か く ぶ ん や

（
「

教育
きょういく

・就労
しゅうろう

・余暇
よ か

・消費
しょうひ

生活
せいかつ

・移動
い ど う

交通
こうつう

・医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・政治
せ い じ

・宗 教
しゅうきょう

等
と う

）
」

であきらかにする法律
ほうりつ

であり、 

・「総合
そうごう

福祉法
ふ く し ほ う

」は、障害者
しょうがいしゃ

が社会
しゃかい

の一般的
いっぱんてき

な諸活動
しょかつどう

に普通
ふ つ う

に参加
さ ん か

・参画
さんかく

するに当
あ

たって必要
ひつよう

な支援
し え ん

・サービス
さ ー び す

を、国
くに

及
およ

び自治体
じ ち た い

に義務
ぎ む

付
づ

ける法律
ほうりつ

であ

る。 

・この両者
りょうしゃ

が相
あい

まって、障害者
しょうがいしゃ

が他
た

の市民
し み ん

と同等
どうとう

に健康的
けんこうてき

で文化的
ぶんかてき

な市民
し み ん

生活
せいかつ

を享受
きょうじゅ

できるのであり、かかるインクルーシブな共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の創造
そうぞう

が、

障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

批准
ひじゅん

の目的
もくてき

である。 

 

「障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

と支援
し え ん

に関
かん

する基本法
き ほ ん ほ う

」の何処
ど こ

を改正
かいせい

すべきか？②
２

 

・第二章
だいにしょう

以降
い こ う

は
、

、
しゃ

各社会
かくしゃかい

生活
せいかつ

の分野
ぶ ん や

ごとに、障害者
しょうがいしゃ

の社会
しゃかい

参加
さ ん か

・参画
さんかく

の権利性
け ん り せ い

と、国
くに

・自治体
じ ち た い

の支援
し え ん

の責務
せ き む

を明確
めいかく

にすることによって、「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

禁止法
き ん し ほ う

」を中 心
ちゅうしん

とした「権利法
け ん り ほ う

」体系
たいけい

と、「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふ く し ほ う

」を中 心
ちゅうしん

とした「支援法
し え ん ほ う

」体系
たいけい

を根拠
こんきょ

付
づ

ける 

 

 

 



【清 原
きよはら

委員
い い ん

】 

１． 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の位置
い ち

づけと性 格
せいかく

について 

（１） 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

については、「 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

」「 障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

（仮 称
かしょう

）」「 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）」などと

の全 体 的
ぜんたいてき

な法
ほう

制度
せいど

の枠組
わくぐ

みの中
なか

に位置
い ち

づける必 要
ひつよう

がある。したがって、基本法
きほんほう

について議論
ぎろん

をする場合
ばあい

には、既存
きそん

の関 連 法
かんれんほう

や新
あら

た

に制 定
せいてい

する可能性
かのうせい

のある法
ほう

を含
ふく

む、今後
こんご

の総合化
そうごうか

を視野
し や

に入
い

れた、位置
い ち

づけや性 格
せいかく

に関
かん

する整理
せいり

が必 要
ひつよう

ではないか。すなわち、

基本法
きほんほう

についての議論
ぎろん

と、総 合 的
そうごうてき

、包 括 的
ほうかつてき

な視野
し や

での議論
ぎろん

の 両 方
りょうほう

が求
もと

められる。 

（２）障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

する基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

や理念
りねん

、障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

などを盛
も

り込
こ

んだ 中 核 的
ちゅうかくてき

な性 格
せいかく

を持
も

つものに

なると想 定
そうてい

される。したがって、障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

条 約
じょうやく

の内 容
ないよう

・項 目
こうもく

と対 応
たいおう

し、リンクしたものにもなると 考
かんが

えられる。そこで、

障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

条 約
じょうやく

との関 連 性
かんれんせい

を検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【佐藤
さとう

委員
いいん

】 

２ 障 害 者

しょうがいしゃ

基 本 法

きほんほう

の見 直

みなお

し 

障 害 者
しょうがいしゃ

の権 利 法
けんりほう

を基 本
きほん

性 格
せいかく

としつつ、その権 利
けんり

を 実 現
じつげん

するために 国
くに

・自治体
じちたい

の責 務
せきむ

も明 記
めいき

することや、 行 政
ぎょうせい

か

ら 独 立
どくりつ

した条 約
じょうやく

実施
じっし

のモニタリング機関
きかん

など、「たたき台
だい

」の視点
してん

に賛成
さんせい

です。さらに次
つぎ

の点
てん

を 強 調
きょうちょう

したいです。 

（１）  障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

（ 第
だい

２ 条
じょう

・ 修 正
しゅうせい

） 

（２）  総 合 的
そうごうてき

障 害 者
しょうがいしゃ

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

（ 新 設
しんせつ

） 

（３）  障 害
しょうがい

分 野
ぶんや

の政 策
せいさく

・ 計 画
けいかく

決 定
けってい

への当事者
とうじしゃ

参加
さんか

（ 修 正
しゅうせい

・ 新 設
しんせつ

） 

（４）  情
じょう

報
ほう

及
およ

びコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

（ 第
だい

１９ 条
じょう

・ 修 正
しゅうせい

） 

（５）  障 害
しょうがい

のある子
こ
ども( 障 害

しょうがい
のある児童

じどう
)（ 新 設

しんせつ
） 

（６）  特 別
とくべつ

支援
しえん

教 育
きょういく

（ 第
だい

１４ 条
じょう

・ 修 正
しゅうせい

） 

（７）  その他
た

基 本 法
きほんほう

全 般
ぜんぱん

 

 

【新 谷
しんたに

委員
いいん

】 

１．基本的
きほんてき

性格
せいかく

について 

１）障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

分野
ぶんや

の法制度
せいど

として、権利法
けんりほう

としての包括的
ほうかつてき

な「障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

」と福祉
ふくし

施策
しさく

・サービスを規定
きてい

する個別
こべつ

法規
ほうき

で対応
たいおう

して、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

のような上位法
じょういほう

は必要
ひつよう

としないという 考
かんが

え方
かた

もあると思
おも

います。 

２）障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

（以下
い か

、基本法
きほんほう

）に積 極 的
せっきょくてき

な役割
やくわり

を求める
もとめる

場合
ばあい

、基本法
きほんほう

の役割
やくわり

は日本
にほん

国
こく

憲法
けんぽう

及び国連
こくれん

障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

（以下
い か

、



権利
けんり

条 約
じょうやく

）の規定
きてい

を 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

の法令
ほうれい

、施策
しさく

に具体化
ぐたいか

することにあると 考
かんが

えます。その意味
い み

で、 

・他
た

の基本法
きほんほう

（ 教 育
きょういく

基本法
きほんほう

や男女
だんじょ

雇用
こよう

機会
きかい

均等法
きんとうほう

など）にあるように「日本
にほん

国
こく

憲法
けんぽう

の理念
りねん

に則る」といった明文
めいぶん

規定
きてい

と、それに

加えて「国連
こくれん

障 害
しょうがい

者
しゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

を誠実
せいじつ

に 遵 守
じゅんしゅ

する」規定
きてい

が必要
ひつよう

と 考
かんが

えます。 

・ 障 害
しょうがい

者
しゃ

福祉分野の個別法（身 体
しんたい

障 害
しょうがい

者
しゃ

福祉法
ふくしほう

、障 害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

など）は、固有
こゆう

の制定
せいてい

経緯
けいい

があり、独自
どくじ

の政策
せいさく

目的
もくてき

に

従って
したがって

策定
さくてい

されていることを理由
りゆう

に、基本法
きほんほう

との整合
せいごう

作業
さぎょう

が 十 分
じゅうぶん

でありません。今回
こんかい

基本法
きほんほう

を見直す
みなおす

場合
ばあい

、個
こ

別法
べつほう

に対する

基本法
きほんほう

の優越性
ゆうえつせい

を明記
めいき

し、法
ほう

体系
たいけい

の整 合
せいごう

性を図る
はかる

ことが 重 要
じゅうよう

と 考
かんが

えます。文言
もんごん

の工夫
くふう

が必 要
ひつよう

ですが、「この法律
ほうりつ

に規定
きてい

す

る諸
しょ

条 項
じょうこう

を実施
じっし

するため、必 要
ひつよう

な法 令
ほうれい

が制 定
せいてい

されなければならない」（ 教 育
きょういく

基本法
きほんほう

）、「施策
しさく

を実施
じっし

するため 必 要
ひつよう

な

法 制 上
じょうせいじょう

又
また

は財 政 上
ざいせいじょう

の措置
そ ち

その他
た

の措置
そ ち

を講
こう

じなければならない」（ 環 境
かんきょう

基本法
きほんほう

）といった規定
きてい

が必 要
ひつよう

と 考
かんが

えます。 

３）基本法
きほんほう

の性格
せいかく

によって、「 障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

」の 形
かたち

は大きく
おおきく

変わってくると 考
かんが

えます。その意味
い み

で、基本法
きほんほう

の性 格
せいかく

は、

「 障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

」の在り方
ありかた

を視野
し や

に入れて議論
ぎろん

すべきと 考
かんが

えます。包括的
ほうかつてき

な差別
さべつ

禁止法
きんしほう

を想定
そうてい

した場合
ばあい

は、障 害
しょうがい

や差別
さべつ

の

定義
ていぎ

は基本法
きほんほう

に規定
きてい

されるとしても、差別
さべつ

是正
ぜせい

の仕組み
し く み

や権利
けんり

救 済
きゅうさい

の手続
てつづき

き規定
きてい

は差別
さべつ

禁止法
きんしほう

に含
ふく

まれるのが適当
てきとう

ではないかと

考
かんが

えます。他方
たほう

、個別
こべつ

分野
ぶんや

ごとに差別
さべつ

禁止法
きんしほう

類似
るいじ

の法 律
ほうりつ

を作っていく場合
ばあい

は、差別
さべつ

是正
ぜせい

の仕組み
し く み

や権利
けんり

救 済
きゅうさい

の手 続
てつづき

き規定
きてい

も

基本法
きほんほう

に書き込むことの議論
ぎろん

が必 要
ひつよう

と 考
かんが

えます。 

 

【関 口
せきぐち

委員
いいん

】 

１、 基 本 法
きほんほう

の 性 格
せいかく

をどう 考
かんが

えるか 

（「 施 策
しさく

の 客 体
きゃくたい

」から「 権 利
けんり

の 主 体
しゅたい

」への 転 換
てんかん

という 観 点
かんてん

から、その 性 格
せいかく

をどう位
い
置
ち
づけるのか、 従 来

じゅうらい
の

福 祉 関 連 施 策 一 般
ふくしかんれんしさくいっぱん

に 関
かん

する 福 祉 立 法
ふくしりっぽう

という位
い
置
ち
づけから、より 積 極 的

せっきょくてき
に、 人 権

じんけん
の 実 効 的 保 障
じっこうてきほしょう

とそ

のために 必 要
ひつよう

なより 広
ひろ

い 分 野
ぶんや

における 諸 施 策
しょしさく

を 包 括
ほうかつ

 する 権 利 法
けんりほう

といったものに 転 換
てんかん

する 必 要
ひつよう

があるのではな

いか） 

関 口
せきぐち

意 見
いけん

： 障 害 者 権 利 条 約
しょうがいしゃけんりじょうやく

が 人 権 条 約
じんけんじょうやく

であることに 鑑
かんが

み 人 間
にんげん

の 尊 厳
そんげん

の 尊 重
そんちょう

と

人 権
じんけん

の 実 効 的 保 障
じっこうてきほしょう

を 担 保
たんぽ

するものであるべきである。 

 

【土 本
つちもと

委員
いいん

】 

きほん 法

ほう

は当 事 者

とうじしゃ

主 体

しゅたい

 自己

じ こ

選 択

せんたく

 自己

じ こ

けっていはいままでも いまも けんりとしてほしょうされてないから 入 所

にゅうしょ

施設

しせつ

に 

とじこめられている。これからひつようなことはちいきでのひつようで てきせつな福祉

ふくし

サービスがうけられる 法 律

ほうりつ

がひつようです。 



きほん 法

ほう

ができて 40 年 間

ねんかん

仲間

なかま

たちはつぎつぎに 入 所

にゅうしょ

施設

しせつ

にとじこめられた。 

まずだいいちにこのさべつをやめることです。 

 

【久 松
ひさまつ

委員
いいん

】 

１． 基 本 的

きほんてき

性 格

せいかく

について 

現 行

げんこう

の 障 害 者 基 本 法

しょうがいしゃきほんほう

は 施 策

しさく

の 推 進

すいしん

のための 理 念 法

りねんほう

であり、 障 害 者

しょうがいしゃ

の 権 利 行 使

けんりこうし

を 保 障

ほしょう

するこ

とを 趣 旨

しゅし

とした 法 律

ほうりつ

ではない。 障 害 者 権 利 条 約

しょうがいしゃけんりじょうやく

を 根 拠

こんきょ

とし、「 行 政

ぎょうせい

施 策

しさく

の 推 進

すいしん

」から

「 障 害 者

しょうがいしゃ

の 権 利

けんり

行 使

こうし

の 実 現

じつげん

」に向

む

けて 抜 本 的

ばっぽんてき

に 改 正

かいせい

していく 必 要

ひつよう

がある。 

  障 害 者

しょうがいしゃ

基 本 法

きほんほう

は、障 害 者 権 利 条 約

しょうがいしゃけんりじょうやく

のもとに、日 本

にほん

における 一 番

いちばん

基 本 的

きほんてき

な 法 律

ほうりつ

（ 権 利

けんり

を 規 定

きてい

する 理 念 法

りねんほう

）であるとするなら、 障 害 者

しょうがいしゃ

差 別

さべつ

禁 止 法

きんしほう

、 今 後 論 議

こんごろんぎ

していく 障 害 者

しょうがいしゃ

総 合

そうごう

福 祉 法

ふくしほう

（ 仮 称

かしょう

）、また、身 体 障 害 者 福 祉 法

しんたいしょうがいしゃふくしほう

など、その他

た

の 個 別 法

こべつほう

との 関 連 性

かんれんせい

を 明 確

めいかく

に 規 定

きてい

しておく 必 要

ひつよう

が

ある。 

 

【松井
まつい

委員
いいん

】 

１． 基本的
きほんてき

性格
せいかく

 

 民主党障
みんしゅとう

障がい者
しょうがいしゃ

政策
せいさく

プロジェクトチームが提案
ていあん

している「 障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」が実現
じつげん

すれば、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

（以下
い か

、基本法
きほんほう

）は現在
げんざい

の福祉
ふくし

関連
かんれん

施策
しさく

一般
いっぱん

に関する
か ん す る

福祉法
ふくしほう

から、障 害 者
しょうがいしゃ

に幅広い
はばひろい

人権
じんけん

を保障
ほしょう

するための権利法
けんりほう

に転換
てんかん

すべきと思われる
お も わ れ る

。しかし、「 障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」が未整備
み せ い び

の現時点
げんじてん

で、障 害 者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

など、総合的
そうごうてき

な障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の根拠法
こんきょほう

である基本法
きほんほう

をいきなり、障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

保障法
ほしょうほう

に転換
てんかん

することは現実的
げんじつてき

ではない。したがって、当面
とうめん

は障 害 者
しょうがいしゃ

の権利性
けんりせい

を強化
きょうか

するための規定
きてい

を基本法
きほんほう

にできるだけ盛り込
も り こ

むようにすることとす

る。つまり、当面
とうめん

は、基本法
きほんほう

に障 害 者
しょうがいしゃ

に関する
か ん す る

総合
そうごう

福祉
ふくし

施策
しさく

の根拠法
こんきょほう

としての性格
せいかく

と、障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

保障法
ほしょうほう

としての性格
せいかく

を併せ持た
あ わ せ も た

せ

ることとし、そのために必要
ひつよう

な法
ほう

改正
かいせい

を行う
おこなう

。 

 

 
 


